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歴史的事象に 対し自ら課題をもち 追究する生徒の 育成 
- 身近な地域の 歴史学習を通して - 

浦添市立浦添中学校 監 本 勇 

[ 要約 ] 

本研究は生徒の 主体的な学習活動が 行われる授業の 工夫・改善をめざし「歴史的事象に 対し自ら課題 

をもち 迫 党する生徒の 育成」をテーマに 取り組んだ。 「白ら課題をもち 追究する生徒」を 育成するために 必 

要 なことは，①基礎的知識・ 技能を身につける ( 学んだ 力 ), ②学び方を学ぶ ( 学ぶ 力 ), ③ 学 留意欲を 

高める ( 学 ほうとする 力 ) の二つの 力 が必要だと考えた。 それらの 力 を相互に関連させながら 授業を展開 

した結果，生徒の 基礎的な知識・ 技能・学び方や 学習意欲の向上が 見られ「自ら 課題をもち 迫 発する 生 

徒 」の育成に成果をあ げた。 

  口 自ら課題をもち 追究する生徒口基礎・ 基本ロ学習意欲目評価 

1  テーマ設定の 理由 

平成 14 年度から施行される 学習指導要領において ，「ゆとり」の 中で「生きる 力 」を育成し，「自ら 学 び， 

白ら考える力を 育てる」「基礎・ 基本の確実な 定着」「個性を 生かす」教育の 充実が求められている。 

社会科における 目標は大きく 二つの部分から 構成されている。 ①「広い視野に 立って，社会に 対する 関 

心を高め，諸貸料に 基づいて多面的・ 多角的に考察し」②「我が 田の国土と歴史に 対する理解と 愛情を深 

め ，公民としての 基礎的教養を 培い」③「国際社会に 生きる民主的，平和的な 国家・社会の 形成者として 

必要な公民的資質の 基礎を養う」。 これらの目標を 達成するために ，授業において「知識を 身につける」 

だけの授業ではなく「学 び 方を学ぶ学習の 充実」が改訂の 基本方針にあ げられている。 特に，地理的 分 

野 においては，地域の 規模に応じて 地域的特色をとらえる 視点や方法を 学ぶ項目が，歴史的分野では ， 歴 

山の流れと地域の 歴史を通して 歴史を学ぶ学習意欲を 高めさせる項目が ，公民的分野では ，社会的事象 

を 実生活と関連を 図った作業的な 学習や問題解決的な 学習を設定し 重視している。 

現在，社会科の 授業において ，知識の獲得が 社会科だと感じている 生徒が多い。 生徒の声を聞くと「 先 

牛 が話をして。 たくさん 板 舌を取るから 社会科はおもしろくな い 」「たくさん 覚えることがあ るから社会科は 

嫌い」などの 声がかえってくる。 社会科の授業があ り，テストがあ るから，社会科を 受けている生徒が 多 

ぃ 。 保護古からも 同様に「社会科の 点数が悪 い のだが，どうしてか ? 」「 う ちの子は社会科が 苦手で点数 

が 悪い」という 声があ り， f¥: 全科は知識量を 増やす教科としてとらえられていると 感じる。 

これらを 改 拷するために ，一斉授業の 形態から，問題解決的な 学習を取り入れ ，生徒の活動を 取り入れ 

た 授業を行 い ，「 口ら 主体的に学ぶ 生徒の育成」を 日指してきた。 しかし，はじめは 興味を持ち楽しく 授業 

なしているが ，生徒自身の 内なる課題でないためか ，徐々に授業を 受動的に受けるよ う になった。 課題 設 

定の段階で，生徒口身による「なぜ」という「問い」，「問題」をもち 解決していく 過程が，上手 く 設定で 

きずに進めた 結果このような 状態になったと 思われる。 

教育課程密議会は ，「中間まとめ」の 社会科の「現状と 課題」の項で、 「知識や掲示された 課題を調べ 
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る 態度は比較的身につけているが ，それらの知識を 基に様々な視点から 諸地域の特色や 歴史的事象など 

を 考察したり，また ，それらを自分なりに 考えて意見を 述べたりする 能力については ，十分でない 面がめ ら 

れる。 」と述べている。 

これらのことから 授業において ，生徒の主体的な 活動による問題解決的な 学習を通して ，課題の持ち 方 

や 調べ方・表現の 仕方を個々の 達成度に応じて 自己選択し ， 個に応じた学習を 通して社会科の 基礎的・ 基 

本 的な力を身にっ け ，「歴史的事象に 対し自ら課題をもち 追 党する生徒の 育成」を日的とし ，ホテーマを 設 

定 した。 

Ⅱ 目指す生徒 像 

基礎的・基本的な 力を身にっ け ，歴史的寺家に 対し自ら課題をもち 追究する生徒。 

Ⅱ 研究の目標 

「身近な地域の 歴史学習」を 通し，基礎的な「知識・ 技能・学 び方 」を身につけ ，歴史的事象に 対し 

白ら課題をもち 追究する学習指導の 丁夫を図る。 

W  研究の仮説 

1 基本仮説 

自ら課題を見つけ 追 党する問題解決的な 学習を行 い ，基礎的な「知識・ 技能・学び方」を 身にっ け 

ることにより ，歴史的事象に 対し興味をもち ，自らの課題を 追究する力が 育っであ ろう。 

2  作業仮説 

(1) 講話や現地学習など 体験的な学習を 取り入れることにより ，興味関心が 高まり，主体的な 学習課題 

を 設定できるであ ろう。 

(2) 時代の流れを 確認しながら ，様々な学習活動や 学習を振り返る 自己・相互評価を 行うことにより ， 基 

礎 的な知識・技能・ 学 び 方の向上が見られ ，課題に対する 追究意欲が高まるであ ろう。 
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V  研究構想 図 

《目 指 す 生 徒 像 》 

基礎的・基本的な 力を身にっ け ，歴史的事象に 対し白ら課題をもち 追究する生徒 

《研 究 テ ー マ》 

歴史的事象に 対し自ら課題をもち 追究する生徒の 育成 

一身近な地域の 歴史学習を通して 一 

《研 究 目 標》 

「身近な地域の 歴史学習」を 通し・基礎的な「知識・ 技能   学び方Ⅰを身にっ け ・歴史的事象 

に 対し自ら課題をもち 追究する学習指導の 工夫を図る。 

( 研 究 仮 説 》 

基 本 仮 説 
円ら課題を見つけ 追究する問題解決的な 学習を行い・ 基礎的な「知識・ 技能・学び方」を 身につけ 

ることにより・ 歴史的事象に 対し興味をもち ，自らの課題を 追究する力が 育つであ ろう。 

作業仮説 (1) 
(l) 講話や現地学習など 体験的な学習を 取り入れることにより   

興味関心が高まり．主体的な 学習課題を設定できるであ ろう。 

作業仮説 (2) 
(-) 時代の流れを 確 誌しながら，様々な 学習活動や学習を 振り返 

る自己・相互評価を 行 う ことにより，基礎的な 知謀・技能・ 学 び 

方の向 1, が見られ．課題に 灯する追究意欲が 高まるであ ろう。 
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W  研究内容 

1. 社会科における 基礎・基本 

(1) 社会科における 目的 ( 米本方針 ) 

国際社会に生きる 民主的，平和的な 国家、 社会の形成者として 必要な公民的資質の 基礎を培 う 。 

(2) 公民的資質の 基礎とは 

A  「広い視野に 立って，社会に 対する関心を 高め，諸資料に 基づいて多面的・ 多角的に考察でき 

る 生徒」 

① 広 い 視野 

0 多面的・多角的な 見方や考え方 
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0 世外的・国際的な 視野 

② 社会に対する 関心 

生徒円ら社会的手袋を 見 ぃ だし，それを 基に課題を設定し ，追究する学習を 重視する " 

③ 諸資料に基づいて 

資料を適切に 収集・選択・ 処理，活用・ 考察，判断する 態度を身に付ける。 

④ 多面的，多角的に 考察 

0  「多面的」とは 学習対象としている 社会的事象が 様々な面をもっている。 

0  「多角的」とはそうした 社会的事象を 様々な角度から 考察し理解すること。 

B  「我が国の国土と 歴史に対する 理解と愛構を 深め，公民としての 基礎的教養を 培い」 

① 中学校社会科の 3 分野の学習がⅡ指すねら ぃ 。 

② 教科の基本的な 構造 

(3) 歴史的分野の 基礎・埋木 

A  歴史的分野の 日 標 

「歴史的事象に 対する関心を 高め ， 我が国の歴史の 大きな流れと 各時代の特色を 世外の歴史 

を 背景に理解させ ，それを通して 我が国の文化と 伝統の特色を 広い視野に立って 考えさせるとと 

もに，我が国の 歴史に対する 愛情を深め，国民としての 自覚を育てる。 」 

B  歴史的分野の 留意点 

① 小学校・     「人物の働きや 代表的な文化遺産を 中心にした歴史学習を 一層登底する。 ま 

た， 取りⅡげる歴史的事象を 一倍精選して 扱えるよさにし ， い わゆる通史にな 

うないようにする。 」 

② 高等学校、 ・ 「地理歴史科の 科目の履修で 世界史 A. 世界史 B のどちらかとロ 木山 A 、 日本 

史 B . 地理 A. 地理 B の中 か田 科目を必履修としている。 つまり高等学校にお 

ける歴史学習では 世界史は全員履修するが 日本史 は ついては履修しない 生徒 

が いろ。 」 

③ 中学校・   「小学校の歴史学習が 通史にならないようにしていること ，そして高等学校では 

日本史を学ばない 生徒もいるということを 考慮すると，中学校における 歴史学習 

では通史的な 学習が求められることになる。 」 

C  歴史的分野の 基礎 ( 知識・技能・ 学び方を学ぶ ) 

(1) 技術的側面 ( 学んだ 力 「基礎的知識や 技能」 ) 

① 基礎知識，・「我が 国の歴史の大きな 流れを理解させる。 」を基本に指導する。 

0 各時代の特色を 表す歴史的事象を 重点的に選んで 指導する。 

0 我が国の歴史の 大きな流れを 理解させる。 

0 歴史の流れの 中で人物 ( 役割・生き方を 具体的に ) や文化遺産 ( 価値・尊重 ) を位置 

づける。 

② 基礎技能・・「社会科における 学習で必要な 学習技術。 技術を活用する 能力」 

0 資料収集・・ 年表や歴史地図，映像など 歴史に関する 様々な資料から 情報収集させる。 

0 資料選択・・ 収集した情報から 必要な情報を 選択させる。 

0 資料分析・， 資料を分析し ，事実を読みとらせる。 
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0 資料比較・， いくつかの資料を 比較関連させる。 

0 資料考察・， 資料を分析・ 比較し・結論を 導き出させる。 

O 表       追究し考察した 過程や結果を 年表や報告書などにまとのたり ，発表や討 

論などを行ったりする。 

(2) 理論的側面 ( 学ぶ 力 「白ら学ぶ 力 ，学び方」ものの 見方や ， 考え方 ) 

① 基礎的な学び 方 

「学んだ 力 を活用して，多様な 学習活動を展開し ，その学習の 過程において 調べ方や学 

び方 ，ものの見方や 考え方を学び ， 身につける」 

0 多様な学習活動を 展開する。 ( 問題解決的・ 体験的・作業的な 学習等 ) 

0 事実を確認し ， 違いに気づく・ 疑問・興味をもっ 等により課題を 設定する。 

0 仮説を立てる。 ( 根拠を墓に予測をたてる。 ) 

0 多様な学習活動を 通してはるの 課題を洞察・ 考察・思考・ 追究・判断する。 多面的， 多 

知的な見方や 考え方ができ ，公正な判断ができる。 

0 学習経過を振り 返り，評価 ( 自己・相互評価 ) し， 新たな課題が 設定できる。 

2. 学習意欲を高めるために ( 学ぼ ぅ とする 力 ) 

生徒の意欲的な 活動は，動機づけによって 左右される。 動機づけには ，外光 的 動機づけ・内発的 動 

機 づけに分けられる。 学 辞意欲が高まると 言 う ことは，生徒の 内発的動機づけが 高まることと 関係が深 

い と思われる。 

(1) 外 光的 動機づけ 

① 動因低減・・     叱 貰などの外からの 刺激によって 緊張を生じさせ ， 叱 費などを受けないため 

は 行動を起こす。 

② 行動強化・       賞賛など外からの 刺激によって ，さらに行動を 強化する。 

Ⅹ 件 発的動機づけによる 学習を進めると ，「注意されないために 勉強する」「ほめてもら う ために 勉 

強 する」といった 学習になる。 知識は増えるが 想像力は育ちにくい。 

(2) 内発的動機づけ 

① 知的好奇心・・・ 暖昧で 完結していないものに 対して探求しようとする。 

( 矛盾感・対立感・おどろき 感・当惑感， 暖 味感 ) 

② 達成動機・       自分をあ る人物 ( 芋象 ) と同一化しようとする 欲求をもっている。 その目的 

が 達成されたとき ，成功感・成就感・ 喜 ぴを感じる。 

Ⅹ 内発的動機づけによる 学習を進めるためには ，授業の中で 知的好奇心が 起こる教材が 必 

要 であ る。 知的好奇心が 刺激されることにより ，探究心が生まれ ， 自らの課題を 設定し主体 

的に学習に取り 組んでいける。 さらに達成動機を 高めるためには ，外耗 的 動機づけの行動 強 

化を取り入れながら ，成功感や・ 成就感等の連城動機が 高まるよさに 自己評価・相互評価な 

どを工夫すると ，達成動機も 強化されると 考える。 
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学ぼ ぅ とする カ 

    「自ら学ぶ 力 ．学び方」 

  
「学習意欲」 

  

    
蛇 巨     

  外光 的 動機 づ川 

内発的動機 づ川 

  ③学んだ   力 「基礎的知識・ 技能」 王 基礎・基本 ( 研究内容 1, ㈲ ).C.(@W ル 

C   学ぶ 力 「自ら ， 学ぶ 力 ．学び方」 

③学ぼ ぅ とする 力 「学習意欲」   学習意欲 ( 研究内容 2) 

三つの 力 が相互に関係しながら 拡大することにより・「自ら 課題を見つけ 追究する 力 」が育っであ ろうと仮定する。 

4.  評 価 

(1) 歴史的 分 好の評価の観点の 趣旨 

0  社会的 芋 象への関心・ 意欲・態度 

歴史的事象に 対する関心を 高め，それを 意欲的に追究し ， 広い視野に立って 我が国の文化と 伝統 

について考え 国民としての 自覚をもとうとする。 

② 社会的な思考・ 判断 

歴史的事象から 課題を見いだし ，我が国の歴史の 大きな流れと 各時代の特色などを 多面的・ 多 

角 的に考察し， 公 lF に判断する " 

ぷ
汐
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③ 資料活用の技能・ 表現 

午 衷や歴史地図，映像など 歴史に関する 様々な資料を 収集し，行用な 情報を適切に 選択し活用 

するとともに ，追究し考察した 過程や結果を 午 衷や 報 舌 苦などにまとめたり ，発表や討論などを 行っ 

たりする。 

④社会的 旺 家に ついての知識・ 理解 

我が国の歴史の 大きな流れと 各時代の特色などを 我が国の歴史と 関連のあ る世界の歴史を 背景 

に 理解し，その 知識を身につける。 ( 号 ℡ : 「評価規準・ 評価方法の研究開発 ( 中間整理 ) 」国立教育研究 弗 

(2) 「歴史の流れと 地域の歴史」の 評価規準 面 

観 点、 別 評 価 規 準 観 点 別 評 価 規 準 の 具 体 例 

社会的 亨 象への関心・ 意欲・態度 1  我が国の歴史について．関心あ る主題を設定し・ 意欲的に追究し 

我が国の歴史の 流れと地域の 歴史に対する 関心を高め・ ・ 2  身近な地域の 歴史に対する 関心を高め・ 意欲的に調べようとして 
意欲的に追究しようとしている。   

社会的な思考・ 判断 

から課題を見いだし ，時代の移り 変わりや地域の 具体的 

考察している。 

我が国の歴史の 流れと地域の 歴史につし                                 
な 事項と我が国の 歴史とのかかわりを 多面的・多角的に 

資料活用の技能・ 表現 

我が国の歴史の 流れと地域の 歴史に閲する 様々な資料を 
収集し，適切に 選択して 活 m するとともに．追究した 過程 
や 結果をまとのたり ，発表や討論したりしている。 

1  我が国の歴史について．関心あ る 主 靱を設定し，時代の 大きな 移 
り 変わりを考察している。 

2  身近な地域の 歴史を調べる 活動を通して ，地域の具体的な 事柄と 
我が国の歴史とのかかわりを 考察している。 

  関心あ る主題に関する 年表や歴史地図．構内．文献． 映 簗などの 
様々な貸料を 収集し・適切に 選択して 活 m するとともに． 迫 発した 
過程や結果を 午衷や報告書などにまとのたり ，発表したりしている。 

， 2  身近な地域の 歴史を調べる 活動を通して ，地に選択して 活 m し考 
難した過程や 結果を年表や 報告書などにまとのたり ，発喪や討 諾 し 
たりしている。 

  社会的事象についての 知識・理解    
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。 伊 "  単元評価 " 評定用紙 ' 
Ⅹ単元における 観点 別 評価は，各観点 20 点満点とする。 ( 関心・思考・ 技能 ) + ( 知識 点 ) = 総合評価 

Ⅹ行学則における 評価は，単元評価 点 W5() サ ・ ) 土定期テスト 点 (5w] キ ) 三 学期評価 ( 評定 ) ㎏ 

観 占   関心，意欲・ 態度 思考・判断 

$,;  氏   

ⅠⅠ A A A B A A A A B : A A B@ 9 3 0@ 18@ 72(5) 

  |C|C@   B]C|C@   B@   B|B|C@   C@i@C@   C10   4   8@   4 ]@24(2)@| 

観点 別 評価規準 ( 単元 ) 5 段階評価 ( 単元 ) 
A ㏄ 点 ) : 十分満足       様汽 以上の達成 5 (722 点以上 ) . Ⅰ・ 分 満足できると 判断されるもののうち ，特に高いもの ( 卯妨 以上 ) 

n 臼占 ) : 概ね満足       利円以上～ 8 ㎝・ 4 (64 点以上 ) . 十分満足できると 判断されるもの (8W 朔 八り 
未満の達成 3 (40 点以上 ) . 概ね満足できると 判断されるもの (5(),, 以 @:) 

C (1 点 ) : 努力を要する ・， ( 揮 未満の達成 2 (2() 点以上 ) . 努力を要すると 判断されるもの ( こ Ⅰ以上 ) 

1 (20) 点 未満 ) , 一層努力を典すると 判断きれるもの ( 五缶未満 ) 
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W  授業実践 
社会科学習指導案 
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②浦添の歴史 
しゅんてん え いモ さ つと 

沖縄の歴史の 中で浦添は重要な 場所であ る。 浦添 ( 中山 ) は，「舜天」「 英祖 」 [ 察度」姉人の 

上によって「浦添王統」が 2 で川 0 年あ まり琉球の中心として 栄えた。 「舜天」は， 日本から来た「源為 

朝」と沖縄の 女性との間に 生まれたという 伝説の持ち主で ，「 英祖 」の父親は太陽だったという 伝説 

があ り，その子ども「 テダコ ( 太陽の子 ) 」と呼ばれた。 「察度」の母親は ，天女だという 伝説もあ 

る 。 浦添は当時の 沖縄を治めていた 南山、 中山・北山の 中でも外国 ( 中国等 ) との貿易がさかんで 

沖縄の中心として 栄えた。 

その後，「尚山 志 」が「 武寧 ( 浦添の王 ) 」を滅ぼし，中心を 首里城に移した。 [ 両口 志 」は ，甫 

山と Ⅱ ヒ Ul を滅ぼし   琉球を統一し「琉球モ 国 (1429 年 ) 」を作り上げた。 

③琉球上国とロ 木 

-@ 9   
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タ
 



  

その後 1609 年に，薩摩の 軍隊が琉球に 攻め入り，浦添の 龍福守 ( 現在の浦添中学校の 場所にあ 

った ) や 住宅を焼き。 首里城を攻め 降参させた。 「尚寧 王 」や家来達は 2 ヵ年間鹿児島につれて 行か 

れた。 「尚寧」は許されて 帰るとき「子々孫々まで ，薩摩にそむかない」と 誓約書を書かされた。 

④琉球王国から 沖縄県 へ 

1868 年日本に新しい 政府が誕生し ， 1872 年「琉球王国」から「琉球 藩 」， 1879 午に「沖縄県」 

となった。 

(3) 生徒 観 

おとなしく素直な 生徒が多い。 社会科や歴史が 好きという生徒は 約 60% いるが，授業を 受ける 中 

で 「どうしてだろう」「なぜだろう」と 感じ，追究したいと 答えた生徒が ， 48% と半数以下であ る。 「 社 

全科」の印象は ，将来役にたっと 答える生徒も 見られるが，年代を 覚えたり，難しい 漢字を覚えると 

いった印象が 焼く，暗記学習としてとらえられている 様子がうかがえる。 どのような学習が 好きかとい 

う 問いに，教師主導の 授業 43%, 口分で調べる 学習 24.2 % と ，受動的な学習を 好む傾向にあ り， 調 

べ 学習に対して 積極的に取り 組めない様子もうかがえる。 これらのことから ， 本 単元を通して ，身近 

な地域を題材とし 学習に対する 興味関心を引きだし ，主体的な考え 方や，多面的、 多角的なものの 

見方・考え方を 身にっ け ，学習意欲が 高まり，自ら 課題をもち追究できる 生徒の育成を 目指す。 

4  指導目標 

(1) 身近な地域における 具体的な事象を 講話や現地見学 ( ガイドの説明 ) を通して学習することで ， 地 

城の歴史に対して 興味や関心を 高める。 

(2) 琉球Ⅰ国が島沖 氏 に支配を受けてから ， 263 午後に琉球 瀋 となることに 気づかせ，「なぜ 約 263 午も 

かかって藩になったのか」を 課題としてとりあ げることでロ 本の歴史や琉球上国の 成 正 までの歴史の 

流れから個人仮説を 立てる " 

(3) 他の生徒の仮説を 聞くことで，課題に 対し多面的・ 多角的に考察し ，より具体的な 仮説が立てられる " 

(4) 学び方を学ぶ 学習を通して ，歴史的事象に 対する鬼方や 考え方を身につけることにより ，歴史的下出 

に 対する興味・ 関心が高まり ，課題を追究する 学習態度を育てる。 

5  単元の基礎，基本 

(1) 基礎知識 

・琉球， 日本の歴史と 世界の歴史の っ ながりと大きな 流れを理解できる。 (1187 年～ 1879 千 ) 

(2) 基礎技能 

・ 図書資料やインターネット 資料から必要な 資料を収集・ 選択し，適切に 活用できる。 

  調べた内容をレポートにまとめることが 出来る。 

(3) 基礎的な学び 方 

・ 講話を聞いて ，歴史学習の 興味・関心を 高める。 

・ 現地学習から 地域の歴史に 興味を持つ。 

・ 課題から主体的な 仮説を立てる。 

，グループ内での 話し合いから ，課題を多面的・ 多角的に考察する。 

・ 調べた結果をもとに ，ディス か刀ンコ ンを行う " ( 新たな課題の 設定 ) 

  単元に 2 回相互評価を 取り入れる。 ( 仮説設定後と 単元終了後 ) 

・ 相互評価を参考に 単元を振り返り ，自己評価を 行う。 

化 ク 
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( 指導計画》 

第 1 時 : 浦添中学校の 遺跡 ! ( 講話 ) 講師 : 浦添市文化 謀 

生 徒 活 動 

ノートに日程衷を 貼る 

( 資料 1) 

( 作業 1) 
浦添中学校の 敷地内にあ 

る遺跡について 講話を聞く 

教 師 支 援 

身近な地域の 歴史についての 調べ学習の日 

程を確認する。 

本 単元の学 苦 記録をノートに 取ることを指導 

する， 

講師 : 渡久地 

龍福 寺のことについて 講話をする。 

浦添中学校内になる 遺跡についての 講話か 

ら興味や関心・ 疑問のあ る事柄を歴史ガイドな 
どに質問できるよ う に質問カードを 宿題 ( 希望 

者 ) としてあ たえる。 

 
 

第 2 .3 時 : 浦添市の歴史 ( 歴史ガイドとの 現地学習 ) 

/1,  徒 活 動 1 

歴史ガイドと 浦添城跡をめ 

ぐりながらガイドの 説明をま 

とめ．興味や 関心・疑問の 

あ る事柄について 音問答を 

する - 決められた時間に 集 

合場所に集まる。 

教 師 支 援 

安全指導をした 後，歴史ガイドの 人数に学級 

を分け，現地学習を 行う。 その際質問カード 

の活用を確認する。 

出席確認のあ と，今後の学習の 流れを説明 

し， テーマ「身近な 地域の歴史」のもと 現地 

学習を行 う 。 

次の時間．個人課題を 決めることを 確認する。 

1 観点 l 
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第 4 時 : 仮説を立てよう ! ( 琉球上国の成立・ 旧人仮説・ 班 仮説 )  [ 木時 ] 

動
 

活
 

徒
 

生
 

 
  

 

仲
ョ
券
き
 

 
 
琉球王国についての 事象を確認す 

る。 

( 作業四 
「なぜ 263 年もかかって 藩になった 

か」について 個人で仮説を 立てる。 

( 作業 衿 

y ～ 4 人で班を編成し・ 班 内で個人 

仮説を発表し．班の 仮説を立てる。 

( 作業 4) 
班の仮説を発表する。 (1 ～ 2 班 ) 

教 師 支 援 

確
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が
・
 

た
 

 
 

 
 
 
 

のか」について 個人仮説を立てさせ 

る。 

班 編成は座席を 基準に 3 ～ 4 人にな 

るよさに班を 綿成する。 

個人の仮説と 班の仮説をノートに 記 

録させる」 

観 点 
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思考判断 

思考判断 
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班旦各 ( 学級番号 )   
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                              [ 矩カユ … 昂す止 ・ ぜ，ヱ 」・ -4,7 Ⅰ す ",         施 ・球技・ 配イヲズ                           

                                                考 - な - 広く．．」 -.265     店‥ 間 - 乙の且 捷玉せわヱ ．、 ， 億 ． p- ⑦           
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    ②・Ⅰ 耳 圧子・ 使コ ・                                                                                                                                                                                                 

且本 ・ ざ， Ⅰ : ク ・ 、 ・ゑ % 問題が   卍 目塞 了   琉球そ -. な Ⅰ 亜な ・   
受配で   チザ   に L@ 。   
醍穏 ! コ   ．． -- ‥年表五見 子 - イ．…化あ ー丘さ ;; 旦 : …の       ¥0 ． ，ス ． て ;;. 局 7? づ題                   

ガ Y 力 ，チクロ るガり， 

第 6 時 : 調べてみよう 1. 活動場所 : 図書館，コンピュータ 室 

生 徒 活 動 教 師 支 援 観 点 

今回は TT をくみ。 図書館とコンピュータ 室を同時に調べ 学 
習の場所として 活用する。 

(ff 業け インターネットは ，あ らかじめリンク 集を作成しておく。 

図書館 ; 本から調べる   学習の最後に 個人評価として ，振り返る材料になることを 確 

コ比 3- タ空 : インターネ、 ット で調べる。 謹 する。 ノートには．学習の 記録を取るように 指示する。 資料活用 

(f ャ ; 業幻 

調べた内容をノートに @: 大 してまとめる   資料 活 m 
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第 7 校 : 調べてみよう 2. 活動場所 : 図書館・コンビュータ 室 

生 徒 活 動 教 師 支 援 観 点 

( 作業 1) 今回ほ TT をくみ。 図書館とコンビュータ 室 資料活用 

図書館 : 本から調べる。 を 同時に調べ学習の 場所として活用する。 
ル ヒュリ 室 : インタ - ネットで調べる。 インターネットは・あ らかじめリンク 果を作成 

僻業 2) しておく。 資料活用 
調べた内容をノートに 工夫してまとめる。 年表を作成させる。 日本と世界の 年表も付 

( 作業 衿 け 加えさせる。 貸料活用 表 
年表を作成する。 現 

第 8 時 : まとめ・活動場所 : 教室 

生 徒 活 動 教 師 支 援 観 点 

(f 乍業 1) 

    計画したことなどをノートに 記録するように 指 

テーマに基づいて・ 各班で 発表用のレポートを 作成示する。 

する。 

(f 早業 2) 資料作成 
相互評価をする ( 資料 3) 

イ
 
タ
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9 時間日 : 代表発表・ディス か バンコン・活動場所 : 教室 

自 己 評 価 表 
生 徒 活 動 教 師 支 援 観 点 

2 年 一 ・ 組 Ⅰ コ串 氏名     文チ 

僻業 1) 全 班の発表ではなく・ 指 桶 ヱ回相互井 価エ甘 宇甘 9% り 返っての自己辞任   せ 釜   反古 

調べてまとめた 事実を各された 班のみの発表にす 表現 仮枕 夷 の 亡て 捜弔 良 2 一・ 用卍 虹色 ツ 缶 ました 進よ く 0 % あ 浜荻魂でたてれ ㍉ 樹 神をたて托はぽが ばよガ ，在位 「たど ぽレ 鬼ぃ ・ 

代表の班 (2 ～ :f 班 ) てる。   可 (0@  帝可 ましたり 

発表する， ( 歴史的事実に 差がない 
興味関心 

一 R 。 4)a  &. ド つりに抗日月ぱ 二 。 井良伊が Ⅰ え ま亡んて 逝 。 
調べられなかったことため ) 

や ．事実と連 ぅ 内容など わからないことや。 他の思考判断 "" " 町 (0@ "" 宙 暉訂 " 

を話し合う。 班 との 道ぃ 。 新たな疑問な ふ し 告，ほ ， 2 州 俺 み胎 乙 卜し ヰ に和エ 凹 忠克 せ 出し ぞ した 

(ft 業 2) どを話し合わせる。 且可 ての 桂は 0 １ )) 何億 八り可 Ⅰ @ ま し た 

課題として，「もし 琉球 琉球王国から 琉球 藩   

が ～だったらⅠという 設 沖縄県と移り ，戦後琉球 政 

定 で各 班 ディスかだ ンコ ン 府 となる沖縄は・どの 国 ( 独   

な 行 う 。 立 ) に属した方がいいのか   
ノートの 肚 @  帖ぬ とても ァ し け，て q, きりされしにまね うウれな 

または・メリット・デメリッ 

ト などを話し合う。 ， か 万 % ツ Ⅰ 20 ） ) 肝 苗 Ⅱ カ㌦ た 。 あ ど ァ でれしに ま て めこうこ足ぃをす 。 
ヌ 2 回 柑 立耳 仔圧計 % 窩を五リセ っての 自 己井伊 田七 反古 

l7 R の a (2 、 a  a  コン ヒ も 一 ター て、 。 ，、 ろじ ・ う め た り した。 % め方 角Ⅱ ll0 彊 音 絨 ( ィ刀 ・ ネ，ト ) 
第 10 時 : 振り返ろう ! 

( 自己評価・相互評価・ 社会へのかかわり ) 

  

活動場所 : 教室 
屯 & の lS  0) 何 %  また、 味カガビヒ てもこ ヮ乃，たカブ あ こ て     

1@l:)-@- 良 前 記 温 あ きれいにま ヒ めた，、 近 夕も いよす 。 
生 徒 活 動 教 師 支 援 観 点 

僻業 け 各班 のまとめを 確諏し   
ノートの まとめ 方良 s  ll) 2) 仁田 口曳 ウヮ 迂がんは 主 ように し たし、 と ア色・、   き 寸口 

可 。 D) a ④ 

を 振り返り自己評価をす 方などでよいところや ， 改 

個人評価用紙に．学習興味かあ る内容や・まとめ 思考判断 尭花 山方 "  ，め臣 艮 荻 & し 百力ちた。 
る 。 善した方がよいところを． 興味関心   
( 資料 4) 相互評価用紙に 記録させ思考判断 れ 伎 

る 。   改丑 するともっと 良くなる 古 そ あ   プる 

く イ作業 2) 学習の記録を 参考に自 
      努力する屯をあ ける 

小 テスト ( 資料り 己 評価をさせる ， 

伸 - 表 テストを行い 時代の 

流れが身についているかを 

確認する。 

7  本時の活動 (4/10) 

(1) 授業仮説 

① 全体での既習事項の 整理をすることで ，ロ分なりの 仮説が立てられるであ ろう。 

② 少人数バループを 編成させ，お 互いの仮説を 発表し合 う ことで，多面的・ 多知的なものの 見方や 

考え方ができるであ ろう。 

③ 多面的・多角的に 考察した仮説を。 班の仮説としてまとめさせることで ，主体的な仮説が 立てる 

れるであ ろう。 
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(2) 学習 計両 ( 第 4 時 : 仮説を立てよう 0)  [ 教室 ] 

  分 授業の流れ 生 徒 の 活 動 教 師 の 支 援 

5  学習過程の確認 口程夫から今後の 学習の流れを 今後の学習の 進め方を口程表を 資料 

確認する。 ( 資料 1) に 確認する。 

S  琉球王国の成立 前時までの学習から 琉球王国に 前時までの学習から 琉球王国に関係の 

についての確認 関係のあ る事象を発表する。 あ る事象をノートにまとめた 内容から発表 

させる。 

Ⅲ 個人仮説を立てる なぜ琉球王国は 島津 氏 に支配さ 個人での仮説を 予測させその 根拠を / 

れてから約 2270 年立って琉球 藩に 一ト にまとめさせる。 

なったのかについて 個人で仮説を 

立てノートにまとめる。 

9  班網成 座席を基準に :i ～ 4 人のダルー 9 班 綿制で ．時間がかからないように 

プを 編成する。 教師で班を決める " 

Ⅲ 班 仮説を立てる ， 佃人仮説を発表しながら 班 内で 他の生徒の仮説を 聞き多面的・ 多角 

意見をまとめ 仮説と根拠をノート・ 的に仮説を検討させる。 

レポートにまとめる。 レポートは提出させる。 

10@  発表 班 でまとめた仮説と 根拠を発表 時間を見て・ 1 ～ 2 班の弁 衷 とする。 

する。 残りは次の時間に 発表する。 
他の班の発表を 聞き違いを 見 

っ， け ノートに記録する。 

3  次時の確認 日程表や学習計画を 確認する。 次 時からの授業の 流れを説明する。 土 

日 に校外学留を 行うに勧める。 保護者の 

協力も各 班で 行うように指示する。 
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(3) 不時の評価 

① 前 時までの学習から 興味・関心・ 疑問をもち，積極的に 授業に参加できたか。 
0 興味関心 : 上体的な発言や 行動が見られたか 

②課題に対して 上体的に仮説・ 根拠がたてられたか「 

0 某礎 的な学 び方 : 上体的な仮説が 立てられたか 

①思考判断 : 根拠をもとに 仮説がたてられたか 
③課題に対して 他の生徒の仮説を 聞き多面的・ 多角的に考察し ， 話し合いから 具体的な仮説・ 根拠 
がたてられたか。 

0 基礎的な学び 方 : 仮説を多面的・ 多角的に考察し 具体的な仮説が 立てられたか 

0 思考判断 : 多面的・多角的に 考察し，具体的に 根拠をもとに 仮説が立てられたか 
④仮説・根拠を 適切にまとめ ，発表できたか。 

0 資料活用表現 : レポートにまとめ 発表ができたか 

(4) 授業仮説の結果と 考察 
①全体での既 W 事項の整理をすることで ，自分なりの 仮説が立てられるであ ろう。 

( 結果 )  全員仮説を立てることができた。 

( 考察 )  講話や現地学習から 得た情報を全体で 確認することで ，体験をふまえた 知識から学習課題 

を 主体的に捉え 自分なりの仮説を 立てることができたと 思われる。 歴史的な流れや 根拠をた 

てた仮説も見られた。 

②少人数の班を 編成させ，お 互いの仮説を 発表し合うことで ，多面的・多角的なものの 見方や考え 
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方ができるであ ろう。 

( 結果 )  お互いの仮説を 発表することができ ，その中からお 互いの考えを 話し合うことができた。 

( 考察 )  3 ～ 4 人で班を編成することで ，聞き易く・ 話しやすい人数でお 互いの仮説を 発表すること 

により，仮説に 対する根拠や 疑岡を活発に 話し合うことができたと 考える " 互いの仮説を 話し 

合う 中で多面的・ 多角的なものの 見方や考え方ができたと 思われる。 

③多面的・多角的に 考察した仮説を ， 班の仮説としてまとめさせることで ，より具体的な 仮説がたて 

られるであ ろう。 

( 結果 )  今暁 が 仮説を立てることができた。 具体的な仮説を 立てた班は約半数。 

( 考察 )  十分な話し 命い の時間を設定することで 多面的・多角的に 考察した班の 仮説をレポートに 

まとめることができたと 考える。 

皿 研究の考察 

Ⅰ 竹 三共 き 仮説の考察 

(1) 講話や現地学習など 体験的な学習を 取り入れることにより ，興味関心が 高まり，主体的な 学習課題 

を 設定できるであ ろう。 

( 結果 )  校内の歴史的遺跡や 身近な地域の 歴史を現地で 学ぶことにより ，新しい気付きや ，より深 い 

知識を得ることで ，沖縄の歴史に 興味があ ると答えた生徒が 14.8% 増えた。 その後の学習課題 

からほとんどの 生徒が仮説を 立てることができた。 

( 考察 )  校内で発見された 遺跡などを実際に 手にとって確認することや ，いつも見ているものに 歴史 

的な意味があ ることを。 講師 や ガイドから話を 聞き ， 驚き・発見、 気付きが生まれ 生徒の内 発 

的な動機づけが 高まったと思われる。 また発掘作業は。 資料をもとに 予測することが 大切であ 

ることを学習し ， 木 単元における 歴史の学び方，学習課題から 予測をし，仮説を 立てることが 

できたと 思 、 われる。 

( アンケート》沖縄の 歴史に興味があ りますか 9  旬 
      ㍼歴史に興 はミカミお し ゾきョ すか ? 

( 考察 ) 

検証後は沖縄の 歴史に対して 興味があ る 
    @"   一 "   一   一 

生徒が約 80 グと 高く，学習を 通して地域の 

  歴史に対する 興味関心が高まり ，授業後の 

感想からも地域の 歴史をさらに 知りた いと答 

  
えた生徒も多数でた。 歴史的事象に 対する 

  

追究意欲が高まったと 考える。 

  
十
 
-
 
一
 
-
 
-
 
口
 

ム
口
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(2) 時代の流れを 確認しながら ，様々な学習活動や 学習を振り返る 口已 ・相互評価を 行うことにより ， 

基礎的な知識・ 技能・学び方の 向上が見られ ，課題に対する 追究意欲が高まるであ ろう。 ( 結果 1) ①知 識 単元夫の 小 テスト (20 点満点 ) において男女ともに 平均 16 点であ った。 

②技 能 : 仮説に必要な 資料を図書やインターネットを 利用し収集選択できた。 

様々な資料を 分析・比較しながらダループで 考察しレポートにまとめることがで 

きた。 

③学 び方 : 講話や現地学習・ 調べ学習などを 取り入れることにより ，自ら考える 学習を中心 

に 取り組むことができた。 

( 結果 2) 社会科の授業で「なぜ だ る ぅ 」「どうしてだろう」と 追究した いと 思 う ことがあ りますか ? 

0 間いに検証前 48,5% 検証後 73,5% と 2,%. の増加が見られた。 

授業中わからないことがあ る時にど う しますか ? の間 ぃは 「あ きらめる」と 答えた生徒は 

検証前 18.2% 検証後 5. 叫と 12.3 解の減少が見られた。 

どのような社会科の 授業が好きですかの 向いた，検証後・ 調べ学習は棚・ 67 。 ，校外学習は 

24.87 。 の 培加 が見られた。 学び方を学ぶ 学習を通して 追 発意欲が高まり・ 歴史的事象に 対する 横 

栂 的な関わりが 高まったと考える。 

( 考察 1) ①知 識 : 江戸末期までの 日本の歴史をもとに 琉球・日本、 世外の歴史的事象から 年表を 

作成させることにより ，沖縄の歴史と 世界や日本の 歴史の大きな 流れをとらえるこ 

とができたと 考える。 

②技 能 グループ学習や 単元の中で相互評価を 取り入れることで ，自分の学習を 振り返る 

ことができ，学習方法の 工大や改善ができたと 思われる。 

③学 び方 : 講話や現地学習において 生徒の内発的な 動機づけが高まることで ，主体的な学 

び 方を学ぶ学習に 取り組めたと 思われる。 

( 考察 2)  生徒の知的好奇心を 刺激する学習内容や 課題を設定することができ ，内発的な動機づけを 

高め，相互評価などを 取り入れることで 達成動機を高めることができ ，生徒の学習意欲が 高ま 

ることで，主体的な 取り組みにつながり 歴史的事象に 対する 追 発意欲が高まったと 思われる。 

《 ア ンケー け 社会科の授業で「なぜ だ る ぅ 」「どうしてだろう」 迫 発したりと思 う ことがあ りますか ?     

社会科の授業で「なぜだろう」 
「どうしてだろう」と 追究したいと 思う 

  
    口   検証前 

且 検証後 

追究したい 

( 考察 )   
授業を受けた 後「なぜだろうⅠ「どうしてだろう」と 疑問をもち 追 発した いと 答えた生徒が 25%   

増加した。 主体的な学習を 展開することで 知的好奇心を 刺激し，歴史的事象に 対し積極的にかか 

わる態度が高まったと 考える。 
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《アンケート》授業中わからないことがあ るときど う しますか ? 

授業中わからないことがあ るときど う しますか ?     
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《アンケート》どのような 社会科の授業が 好きですか ? 0 複数回答 ) 

  Ⅰ 穏 
検証後，調べ 学習は 34.6%, 校外学習 

は 24.8% の増 力 n が見られた。 学び方を学 

ぶ 学習を通して 追究意欲が高まり ，歴史的 

事象に対する 積極的な関わりが 高まった と 

考える。 

  
《授業を受けての 感想》歴史的事象に 対し自ら課題をもち 追究したいと 考える生徒の 感想 
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最初は疲れると 思ったけどやってみたら 楽しくて・授業が 終わるのもはやく 感じていたから ， こん 
な感じの授業だったら 今からもやってもいいと 思った。 いろんな人の 話を聞いて． 沖縄にはこんなに 
いっぱいの歴史があ ることがわかった。 

僕は， 今回の授業 て ． 思ったことは ， 校外学習などもできて・ くわしく・ 調べることもできて ， と 
ても， 短時間でたくさん 学ぶことができました。 だけど， 学ぼ ぅ とする気持ちがないと． 全然意味の 
ない授業になることもわかりました。 これからは． 意識して授業を 受けた いと 思います。 

自分で調べてみるのは ，思っていたよりも 難しくて・大変でした。 しかし・ 終わってみると 面白く 
て ，先生の話を 聞くだけの授業とは 違い自分の頭を 使うので勉強している 気がする。 

私は歴史には 興味があ ったけれど． 沖縄の歴史は ， よくわからんかったから ， あ んま興味がなか 
っ たです。 しかし． この授業を受けて． いろんな人から 聞いたり。 自分なんかで 調べてみたりして   
だんだん沖縄の 歴史がわかってきて ， 少し興味がわいてきました。 だから， これから 先 ． ひ まがあ 
れはもう少しくわしく 調べてみたいと 思います。 

このような授業だと「おもしろそう ～」と思いますが・ 普通の授業だと「むずかしそう」とか「 大 

変 そ う 」とか思 う 。 また． このような授業だと ， 自分のわからないことを・ そのままほっとくのでは 
なく， 自分で調べたくなる。 楽しく社会の 授業をすることができた。 普通の授業では 学べないような 
ことを学べたような 気がした。 またこのような 授業をしたりと 思った。 

渡 九地さんの講話から ，今まで・監本先生と 授業してきて ，琉球から沖縄に 変わるまでの 間のこと 
がわかりました。 浦添 城祉 にいって・ガイドさんに 説明してもらい・ 沖縄のことがよくわかりました。 
私は．この授業でちやんと「学習」できたと 思います，また・ 機会があ ったら・調べてみたいです。 
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lx  研究の成果と 課題 

1 研究の成果 

0  講話や現地学習など 体験的な学習を 取り入れることで ，興味・関心が 高まり，全員が 仮説を設定で 

きた。 そのほか，既習事項から 仮説の根拠を 具体的にたてる 生徒も半数を 超えた。 

0  様々な学習活動を 展開し，学習を 振り返る。 自己・相互評価を 行うことにより ，基礎的な「知識・ 

技能・学び 力 」の向上が見られた。 

0  単元を辿して 身近な地域の 歴史に対する 迫 我意欲が高まった。 

2  今後の課題 

0  新教育課程における 好学年の年間計画 

0  絶対評価の評価規準 ( 行学年・各単元の 評価規準・基準 ) 

0  図円餅・コンピ 1- タ教室利用計画 ( 各教科・総合・その 他との調整 ) 

0  校外施設の利用・ 人材バンクの 活用計画 

おわりに 

本研究は「基礎的・ 埋木的な力を 身につけ，歴史的事象に 対し自ら課題をもち 追究する生徒」を 日指し 

取り組んできました。 上記の目的を 達成するために 様々な学習形態を 取り入れ，生徒の 知的好奇心を 刺激 

し ，内発的な動機づけを 高め ， 与えられた課題を 上体的なものにするために 仮説を立てることで 自らの 課 

題 とし取り組みました。 その結果，生徒の 身近な地域に 対する興味関心が 高まり，追究する 意欲が高まっ 

たとおもわれます。 検証授業を実施するにあ たり，学校行事や 図書館・コンピ 3- タ教室の調整，外部講師の 

連絡・調整等に 本校職員の多大なる 協力を い ただきました。 今後学校教育において ，生徒に基礎的・ 基 

本 的な力を身につけさせ ，興味関心を 高め，上体的な 学習に取り組むためには ， 一 教師・各教科単位で 

はなく，学校全体で 取り組まなければいけないことを 実感しました。 今後生徒の「生きる 力」を育てるた 

めにさらなる 努力を続けた いと 思います。 

嚴 後に ， 6 ケ 月間という長潮にわたる 教育研究の機会を 与え，支援して 下さった浦添市立浦添中学校の 

伊 共栄 輝 校長をはじめとする 諸先生方，そして 労研究所の大城所長，新川係長，山里主事， 他 職員と教 

科 指導 廿 として指導助言を 下さった，沖縄県教育センター 研究主事 我 那覇 念 先生 - の皆様には心から 感謝 巾 

しヒ げます。 
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